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マイクロ流体デバイス（チップ）を用いてヒト生体内環境を模倣する試みは、生体模倣シス

テムあるいはMicrophysiological systems（MPS）と呼ばれています。我々のMPS研究の基
盤となっている、灌流可能な血管網をチップ内に作製する技術、およびその応用についてご

紹介します。多孔質膜の上下面に臓器細胞と血管内皮細胞を共培養する2D-MPSでは、オル

ガノイド由来細胞を用いた腎近位尿細管モデルや気道におけるウイルス感染モデルを作製し
ました。血管内皮細胞が有する自発的なパターン形成能を活用した3D-MPSでは、腫瘍ス

フェロイドや腎臓・脳オルガノイドと血管網を共培養するモデルを開発しました。チップを

用いた様々なアッセイ方法に着目して、近年の成果をご紹介します。
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